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　津山高専は，今年で創立60周年を迎えた。図書館は，学校創立とともに，知識と
情報の中心としての役割を果たすべく，そのあゆみを進めてきた。創立から60年に
わたり，常に学生，教職員にとって不可欠な存在であった。
　図書館の運営においては，学生図書委員会が必要不可欠な存在である。創立60周
年記念誌に寄稿した「図書館のあゆみ」から抜粋して，学生図書委員会の仕事を，
過去10年間を中心に紹介しよう。
　学生図書委員会は，各クラスから1名ずつ選出されている学生図書委員20名によ
って構成され，4つの班からなる。各班に1人ずつ，教員の図書委員がアドバイザー
として付く。
　「弥生祭催し物関係班」では，弥生祭で栞

しおり

づくりやブックカバーづくりと古本市
を行っている。栞

しおり

づくりやブックカバーづくりでは，来場者の方々に自由にデザイ

図書館長
　横谷  正明

表紙イラスト：機械システム系3年　竹内　祐人

ンしていただいたものを学生図書委員で加工し，記念品としてお渡ししている。古本市では，教員や学生か
ら古本を集め，無料で来場者に提供している。
　「図書館利用・読書奨励関係班」では，図書館をより多くの人に利用してもらうことを目標に活動してい
たが，平成29（2017）年度を最後に，次に紹介する「読書感想文コンクール班」に移行した。おすすめの本
などのアンケートを実施し，上位の本の書棚コーナーを設けたりした。「読書感想文コンクール班」は，平
成30（2018）年度より活動が始まった。読書感想文コンクールについての企画や広報，実施，採点などに当
たっている。
　「ブックハンティング班」は平成28（2016）年度より「ブックハンティング・交流会班」になった。図書
館で学生諸君らに読んでもらいたい本や，勉強の助けになる本を，学生図書委員が実際に書店まで出向いて
選んでくるという活動を行っている。何が人気の本か，どのような本を入れると図書館利用者に満足しても
らえるかなどを考えて，丸善岡山シンフォニービル店や宮脇書店岡山本店，紀伊国屋書店などに出向いてい
る。どのような本に需要があるかなどのアンケートもとっている。また，平成28（2016）年度より，津山高
等学校図書部，美作大学ボランティア，本校図書委員の3グループで集まって，各グループの活動報告のプ
レゼンテーションをしたり，開催グループの図書館内の案内をしたりして，交流を深めている。
　「図書館報班」では，図書館報を見てくれる方々が楽しむことができて，図書館に興味を持ってくれる内
容にするよう，図書館報に掲載する内容の企画や原稿執筆の依頼，表紙イラストの作成依頼，取材などを行
っている。
　学生図書委員は，みなさんが図書館を利用しやすくしたり，図書館を広報したりするために活動している。
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海外展開促進　　宇都宮　紀雄

今だから、こそ
『まんがでわかる 7つの習慣』
フランクリン・コヴィー・ジャパン ：
監修　（宝島社）

　ステーブン・R・コヴィー、という名前を君たちは聞いた
ことがあるだろうか。彼は、世界で最も影響力をもつビジネ
ス思想家と呼ばれた一人である。ハーバード大学で学んだあ
と、教職を経て、「７つの習慣」をはじめとするリーダーシ
ップ論を提唱してきた。46歳の時、ビジネスコンサルタント
会社を設立。各国の政府や企業のリーダーに対し、広くコン
サルタントとして活躍してきた。残念ながら10年程前、79歳
で惜しまれてこの世を去ったが、最近また、新たに注目され
てきた人物である。

　章立ては、以下のように出来ている。

０ ７つの習慣の前に意識すること
１ 「第１の習慣」 自分らしさの選択
２ 「第２の習慣」 終わりを思い描くことから始まる
３ 「第３の習慣」 未来を変える今日を生きる
４ 「第４の習慣」「誰かのために」から始まること
５ 「第５の習慣」 相手の心を開くもの
６ 「第６の習慣」「違うことの豊かさ」
７ 「第７の習慣」 一歩ずつ、前へ！

　さ、中身を少し紐解いてみよう。

　今年23歳になる主人公の歩が、バイト先のバーのマスター
正木や、常連客の八神から話を聞くというスタイルで、話が
進められていく。

　０　多くの人は、うまく行かなかった理由を自分の外に求
めてしまう。他人や環境のせいにしてしまいがちである。し
かし、そんなことをしていては、何も変わらないし、良い方
向には少しも進めない。「インサイド・アウト」、自分の中
（内面）から始める。そうすれば、環境は変わっていく。全
てのことは、自分次第なのだ。
　１　第１は「主体的であること」。感情的な反応に身を委
ねるとか、全てを受け身に受け止めるのではなく、「自身で
選ぶ」という意識である。人は、与えられた環境でしか、前
に進むことはできない。なのに、つい「ここでは（上司から
は）何も学べない」と愚痴ってしまう。「ここでは（上司か
らは）何も学ばない」という選択をしたのは、自分自身では
ないだろうか。「君は、上司から何を学ぶか？」「君は、何
を学ぶために、ここに在るのか？」行動を起こすのは、自分

の責任。それに、行動を起こすのは、君自身なのだから。
　２　２つめは、「ゴールを意識すること」。「自分は何者
なのか？」「何を目指しているのか？」「何を信じているの
か？」を明確にする。ゴールが不明瞭であれば、どう頑張れ
ばよいかが、分からなくなる時がある。そうではなく、きち
んとした到達点を見据え、そこに向ってただ邁進すればよい。
そこに、主体性も生まれてくる。
　３　３つめは、「最優先事項を優先すること」。仕事は、
当然ながら複数同時にやってくる。忙しいときに限って、ま
た別の仕事が入ってくるものである。しかし、人に決められ
た時間は、皆同じである。だからこそ、どちらを先にすべき
かを見極めることが大切。「あれもしたい、これもしたい」
は、絶対にダメ。「二兎を追う者は一兎をも得ず」である。
「緊急ではないが、最優先すべき重要なこと」は何か。その
ことのために時間を費やすべきである。スケジュールは、役
割と目標で考えるべきである。
　４　次は、「自分のことばかりだけでは、社会では生きて
いけない」。どうしても人は、自分の利益ばかりを追い求め
たがる。その結果、他人を不幸にしてしまうことにもなりか
ねない。「公的成功」とは、「他人を打ち負かして手にする
勝利のことではなく、関わった全ての人のためになる結果に
達するような人間関係を構築すること」なのである。「ウィ
ン、ウィンの関係になること」、とでも言えるだろうか。
　５　５つめは、「相手を理解すること」。「深く聞く」に
は、それだけで人を導く力がある。此処で言う「聞く」は、
「解釈する」や「評価する」ではない。しかも、初歩的な難
しさが、「無意識のうちに相手と上下関係を作ってしまって
いる」ことにある。さあ、「話す」より「聞くこと」を始め
てみよう。相手を理解しない人は、自分を理解してはもらえ
ないのである。
　６　最後から２つ目は、「シナジー（相乗）効果」。簡単
に言うと、「私たちはみんな違う。だから、誰からも学べる
んだ」ってこと。その根底には、「自分のものの見方には限
界があるってことを謙虚に思えるかどうか」なのである。
　７　「刃

やいば

を研ぐ」ということが、最後の習慣。簡単に言え
ば「自分を磨くのを怠らない」ってこと。自分という道具に
投資をすることが「刃を研ぐ」ことなのである。「一日一歩
で良い、前に進むのは」。

（追記）因みに、この書物は３分の２が漫画である。君たち
ならきっと、50分あれば、読破できるはずだ。

先生お薦めの本
先生から学生への
お薦めの本を紹介します

情報システム系　神谷　健

『国家』プラトン：著

　あなたが理想の国家を創るとしたら、それはどんな国家と
なるだろうか。2000 年以上前の古代ギリシャで活躍した哲
学者プラトンは次のような国家を考えた。男女は平等に国政
に参加する。私利私欲で動くことがないように、国家の指導
層は共同生活を営み、家族を共有し、財産も私有しない。能
力があるならば出身に拠らず指導層にも登用する。国家の最
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高指導者は世襲ではなく、最高の学識を持つ者に委ねる。
　プラトンのこうした提案の数々は、歴史を通じて極めて大
胆なものとして、時にはその一部は―例えば家族制度や私的
所有の廃止―激しい嫌悪感を以て、受け取られてきた。しか
し個々の点についての賛否を超えて驚嘆すべきであるのは、
現実や歴史の制約に囚われないプラトンの自由な構想力であ
る。例えば（系図などに拠らない）女性の政治参加は、その
後西洋において近代後期に至るまでほとんど真剣に論議され
ずにきたし、既存の家族形態や私的所有の廃止論に関しては、
（スパルタの社会に類似する点は見られるものの）真っ先に
類似が意識されるのは時代的に遠く隔たった現代史における
幾つかの（多くは悲惨な結果を生んだ）試みであろう。その
意味で、プラトンの提案は多くの点で空前絶後の創造性を備
えたものに見える。
　然るに、これらの構想は、国家がいかにあるべきかという
問題を巡る論理的な思考によって導かれたものである（それ
がどこまで間違いのないものであったかは、もちろん別問題
であるが）。論理的必然性を辿ること、そのような理性の働
きへの信頼が、同時代の常識を超えた提案を生んだ。プラト
ンの提案はその意味で、想像力と論理によって導かれた人間
の知性が時代的・社会的な制約を大きく越える自由を持って
いること、精神の自由の一つの証左とも言える。そのような
自由が持つ大きな可能性と、これと表裏一体の大きな危険性
の両方を、この対話篇は我々に意識させずにはおかない。
　このようにラディカルな政治改革のプログラムを描いた
プラトンは、人間観察においても鋭利な描写を連ねる。曰
く、独裁者は一見すると誰よりも自由で幸福に見えるかもし
れないが、実際には誰よりも不自由で不幸である。なぜなら
ば、彼は優れた人物を自分を脅かす可能性があるがゆえに自
分の周りから取り除かなければならず、自分に媚び諂う人間
によって自らを囲わなければならない。彼は取り巻きが自分
に歯向かうことのないよう、終始彼らの機嫌を取らねばなら
ず、見かけに反して実は彼らの奴隷のような立場に置かれて
いる。また、自らの欲望に打ち勝てない者も不幸であるとも
プラトンは言う。なぜならば、彼は自身の欲望を満たすため
に放蕩に身を任せなければならず、そのために金銭的・社会
的に行き詰る。行き詰った放蕩者は、危機を切り抜けるため
に、自らの父母から金を騙しとるなど、ありとあらゆる不正
に身を染め、歪んだ人間となっていく。
　残酷なまでに克明なプラトンによる描写は、今日でも少な
からぬ人間にほぼそのまま当てはまるのではないだろうか。
なぜ独裁者としてあらゆる不正を行い、その利益を貪る者こ
そが人生の勝者と言えないのか。なぜ欲望に身を任せる生き
かたではいけないのか。プラトンの答えをどう受け取るかは
人によってさまざまであろうが、このような問いに向き合う
者にとって、プラトンはその示唆に富む言葉で、興味の尽き
ない対話相手となるであろう。

情報システム系　浅野　喜敬

『博士の愛した数式』小川洋子：著（新潮社）

　高校生の頃の私は学校の図書館によく行って，勉強そっち
のけで小説やラノベを色々読んでいましたが，大学に入って
以降，年に１冊くらいしか読まなくなってしまいました。こ
の文章を読んで下さる奇特な方のために色々本を探してみた
のですが，どうも１０代の頃のように，物語に没入すること
が難しくなってしまったようです（なんか斜に構えて読んで
いたりして，気が散っちゃうんですよね）。悲しいですね。
読書好きの若い皆さんはこうならないようにして下さい。し
かし書店に行き，新しい平積みの本を見るとわくわくする気
持ちはまだまだ健在なようです。本屋も図書館も大好きです。
　少し古い本ですが，「博士の愛した数式」は，私が数学を
学ぶことを志すようになったきっかけの１つです。この本は
記憶が80分しか持たない老数学者と，そのヘルパーをつとめ
る主人公のシングルマザーとその子供の３人が，数学を通し
て心の交流を行う，という物語です。老数学者が語る（初等
的な）数学の内容をシングルマザーやその息子がゆっくりと
味わいながら咀嚼していき，また日々の生活を通じて老数学
者の過去や心の機微に触れるというのが大まかな筋です。数
学が一応ちょこちょこ出てきますが，数に対しての話が多く，
中学生でも十分理解できる内容です。作者の小川洋子が偉く
て，読み手の心のひだにそっと触れるような文章が今でも私
をほっと一息つかせてくれます。
　この本に対する個人的な思い出を書きます。中学２年生の
私は数学だけが不得意でした。どうしても数学を得意科目に
したかったので，数学に関する物語を読むことで好きになろ
うとしていました。（好きになりたかったら普通に勉強した
方がいいと思います。今だったらまともな youtube 動画で
もいいですね。）そんなとき，この小説の存在を知り，1+ 
… + n の公式の導出や，オイラーの公式に対する情緒的な
表現（「オイラーの公式は暗闇に光る一筋の流星だった。暗
黒の洞窟に刻まれた詩の一行だった。」など。）に感動を覚
えていました（今だと感動していた自分がちょっと小恥ずか
しいです）。「有名な未解決問題を解くことが出来なくても，
現代数学が何をやっているか理解したいものだなあ。」と考
えるようになったことを，昨日のことのように覚えています。
　しかし改めて今読み直してみると，これを読んで数学を志
した当時の自分の若さに驚きますね。（高３の頃この話をし
たら，担任（国語の先生）にも苦笑されました。）もしこの
本を読んで数学を志すような学生さんが現れたら，別の本を
勧めると思います。そうはいってもやはり小川洋子は偉くて，
オイラーの公式に対して，老数学者との日々に思いを馳せな
がら「それはいつもそこにある。決して変わらぬ姿で、静け
さをたたえながら、私が手をのばせばすぐ触れられる場所に
ある。」と感じるシーンがあるのですが，今でもいい表現だ
なあと感じます。古い建築物等もそうですが，人の一生を超
えて長く残るものはいいですね。（実際の数学の定理は，た
とえ論文として出版されたとて，歴史に埋もれて終わるもの
が大半ですが…）また数学の楽しみの１つに「手触り」があ
ると個人的には思っているので，（おそらく作者の表現した
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保健体育非常勤講師　中永　真吾

『五輪の書』宮本武蔵：著、渡辺一郎校註（岩波書店）

　今年度、後期授業から体育非常勤講師を依頼されました中
永真吾です。ここ津山工業高等専門学校は、いち早く専門的
知識に目覚めた能力の学生が多く集まり、将来を有望される
人材育成の場であると認識しておりまして、学芸の土台であ
る身体の健康教育分野で、少しでもお役に立てれば大変うれ
しく思う次第であります。
　学校授業では、多くの場合、スポーツや体力トレーニング
理論が健康増進に利用されています。そこに、日本では「文
武両道」という態度が融合した独自の運動文化を形成してお
ります。仲間と集いふれあい、汗をかいて体を動かすことは、
体温を上げ、代謝を促し、健康にとって、それだけですでに
有効ですが、体育におきまして、身体運動とその技、体躯そ
のものを「武」とするなら、その身体を使いこなす人間の心
や感情、思想、哲学が「文」であり、文武両輪となって健全
な肉体を維持し人生を豊かにします。ただ単に競技、競争、
運や眩暈などのような悦だけに終結するのではなく、運動文
化と身体そのものにどんな意味を見出すかを俯

ふ か ん

瞰する目線を
失わず、自身の中で腑に落ちたセルフコントロールのできる
ことが、より洗練された活きた姿勢といえます。科学者、技
術者においても、その生活に活かすべき専門技術を「武」と
するなら、その科学技術を運用するところの、知識と知恵と
経験、健康にとって大切な思想哲学、心と感情を併せ持つこ
とが「文」と申してもよいのではないでしょうか。かつての
広島長崎原爆投下には、アメリカの一部の科学者はそれをよ
しとして協力しましたが、思考や価値観次第では反対するこ
ともできたはずです。科学技術をどう生活に活かすかは、皆
さんのような専門家としての人格と、健康に欠かせない思考
や哲学と決断にかかっております。
　ここで少し私の学生の頃の悩みを話すのはちょっと恥ずか
しいのですが、一例としてお話しします。幼少の頃より剣の
道に興味を持ち、はじめは称賛される立場、劣等感の克服な
ど、強くなりたいためのがむしゃら稽古でした。剣術ではな
く剣道と申しましても、毎日練磨する技は人を斬る技術です。
人を傷つけることはよくないことですが、「活人剣」でよく
知られる柳生新陰流をはじめ、諸流派では同様に、剣は人を
活かす道であるとする内容を唱えるものが多く見られます。
学生の頃は、その斬撃技術と活人の意味がなかなかつながら
ず、悩み続けたものでした。何度も参考にしたのが宮本武蔵
の五輪の書でした。この書は、武蔵が自身の理想とする人間
像を描いたものといえ、宗教のように人間の進むべき理想像

や戒めなどを手引きしたものはなく、淡々と剣術家としての
経験と事実を述べています。書は「地水火風空」の五輪にち
なんで、五つの段で構成されています。剣の極意を後世に残
すために、武蔵がすすめる処世術といいましょうか、「道」
を志す者の心得に関する件

くだり

が「地の巻」にかかれています。
続く「水の巻」と「火の巻」では、それこそ武蔵の残した技
の核となる剣の技術説明書です。これらの身体と剣の操法に
関する技術のすべてをさらに活かすために、「風の巻」では
他流を知ること、つまり他者他分野の技術情報を得ること
で、さらに応用へと進みます。そして実践を通じて、生涯幾
数にも及ぶ真剣勝負の末に分かったこと、武蔵最奥の境地を、
「空の巻」に表現し終えます。実はこの書は文字数的にはと
ても短く、読み終えるのにそんなに時間を要しません。です
が、一行ごとの内容の深さは、剣道９段の先生でもすべて解
読できるような代物ではないようです（岡山県で元９段の今
は亡き石原忠美先生の言）。私などは、水の巻や火の巻の一
部でさえ、いまだ問答中で答えが見つからず、空の巻など正
直ちんぷんかんぷんです。ただ、地の巻においての件

くだり

は、ど
んな職種のどんな分野の人でも、問題なく理解でき参考にな
るであろうと思われます。一度読んでみてはいかがでしょう
か。その「地の巻」で一つだけ引用してみますと、
——目に見えぬところをさとってしる事——これが肝要だと
あります。目に見えぬところとは、物陰に隠れて見えないと
ころなどという意味ではもちろんないです。感情とか気持ち
のような、物質世界ではないところを意識し実践すること。
これを剣道家たちは「観

かんけんによう

見二様の目
め つ け

付」の教えと説いていま
す。勝負において「観

かん

の」目と「見
けん

」の目の両方の目が必要
だというのです。「見」の目とは眼球に映る物質そのものの
世界で、剣道の勝負では、対峙する相手の剣先の微妙な動き
や足さばきなどがわかりやすいです。「観」とは目には見え
ない世界のことで、例えば音とか心、感情、精神とか気とか
呼ばれるものではないでしょうか。仏教寺の観音像もそれを
表現しようと意図して作られたのでしょう。さらに面白いの
が、武蔵は「観」と「見」では「観」の目に重きを置きなさ
いと言っているところです。目に映る現象よりも、目に見え
ぬが確かにあるものを見抜き、対応することが勝負の要諦だ
と武蔵はいうのです。こだわるがゆえのたこつぼ状態にはま
り、論理的思考や規則やルール、しきたり、物理現象、数値
にのみ判断をゆだねず、健康体力の源泉である感情や心の動
き、優しい心を忘れぬよう、思考の違いによる価値の相違や、
よこしまな心にこころ惑わされぬようしたいです。

心
こころ

こそ心
こころ

惑
まど

わす心
こころ

なれ、心
こころ

に心
こころ

心
こころ

ゆるすな　
　体育の授業では、皆さんの性格やまじめさがプレーに表れ
ているのをしばしば拝見します。多くの人から信頼され慕わ
れる技術者になりますよう応援しております。巻末に武蔵最
晩年の書、「独行道」も掲載されています。ほんの数行です
が、面白いですよ。独り行く道、皆さんに解釈はお任せしま
しても、戦国時代から江戸初期の時代の人のエネルギーを感
じられ、共感することができます。しばしの暇、この古

いにしえ

の生
の声に耳をすまし、瞑目すれば、ひょっとすると映画やアニ
メ以上に、いまの私たちの現実を面白いものにする手がかり
が得られるかもしれません。かな？(^^♪

いものを誤読していますが）「手をのばせばすぐ触れられる
場所にある。」という表現もいいなと思います。プロの作家
さんの表現力はすごいので，数学に興味がなくても楽しめる
一文があるかもしれません。
　ここではないどこかの話は時に人の心を慰めるようです。
皆さんも支えとなる物語に出会えると良いですね。
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はじめての狩猟
外川英樹，東雲輝之：監修（山と溪谷社）

　この時代に猟師になる。そのような人は
少ないかもしれない。
　生命を殺すといったハードルは普通に暮
らしていると思ったよりも高いものとなる
ためでもあろう。しかし、稀有な人々は今
でも猟師になる。そんな人々の周りに猟師
の先生はいますか？猟師の高齢化が進む中
では多分居ないと思う。そんな困った時に
読む本です。
　獲物の痕跡、罠の張り方、狩猟の免許の
取り方等々が書いてあります。猟師に興味
を持ったなら、読んでみるのもひとつの手
段です。

Let s Do アンミカ！アンミカ：著（講談社）

　「悩んでいるのは、一生懸命生きてる
証」。対人関係、恋愛、仕事や家族。様々
な場面での悩みを抱え、出口を見失ったあ
なたをこの本が出口へと導いてくれるかも
しれない。しかしこの本は背中を押してく
れるわけではなく、手を引くわけでもない。
アンミカなら隣でニコニコしながら出口ま
で一緒に歩いてくれるのだと思う。この本
と同じように。

君のクイズ　小川　哲：著（朝日新聞出版）

　優勝賞金1000万円のクイズ大会決勝にて。
対戦相手は出題者が一文字も読んでいない
にも関わらず正答。彼はなぜ正答できたの
か。対戦相手について調べていくうちに、
主人公も自分の記憶も掘り起こしていくこ
とに。クイズプレーヤーの頭の中はどうな
っているのか。この本を読めば、その思考
と世界がまるごと体験できるだろう。

こうして絶滅種復活は現実になる
エリザベス・D・ジョーンズ：著（原書房）

　恐竜や古代にくらした人々に興味がある
人も多いだろう。人間は歴史を学ぶ生き物
でもあり、そこには古代の人々は深く関わ
っているに違いない。
　そんな恐竜や古代の人々のDNAを研究
する学問分野はジュラシックパーク等の恐
竜映画等を通じて総じて高い関心を長く育
んできた。恐竜好きの子供が後を絶えない
のも、その証明となるでしょう。
　今、DNA研究は1度絶滅した生命を生み
出す生命の誕生を現世のものとするかもし
れない。
　この本は古代のDNAを研究する研究者
の葛藤や、この分野を発展させた創作文化
との関係性も掲載されている。

電気、マジわからんと思ったときに読む本
田沼　和夫：著（オーム社）

　「電気に興味があるけど、よく分からな
い」と思っている人におすすめです。
　身の周りの具体例を元に、「電気」につ
いて詳しく、分かりやすく書かれていま
す！

電子回路、
マジわからんと思ったときに読む本　　　　

堀　桂太郎：著（オーム社）

　身の回りにある電子機器を元に機器の構
造、電子部品の性質などをまとめています。
電子機器に初めて関わる人におすすめで
す！

新
刊
紹
介

ブ
ッ
ク
ハ
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ィ
ン
グ
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Word/Excel/PowerPoint標準テキスト
定平 誠：著（技術評論社）

　Word, ExcelやPowerPointこれらは多機
能で便利ですが、機能が多すぎて完全に覚
えきれない人や久しぶりに使ったせいで、
忘れてしまう人達もいるでしょう。
　この本は題名どおりWord/Exce l /
PowerPointの基本的な事が全て載ってお
り、この一冊でいつでも確認する事が
できます。
　ぜひ、作業中に困った時はこの本を手に
取ってみて下さい。

今さら聞けない!倫理のキホンが2時間で全
部頭に入る　蔭山　克秀：著（すばる舎）

　倫理と呼ばれる分野はとても難しいもの
となっている。それはなぜか。人の心につ
いて深く考える分野であるからである。本
校の１年生が受けている公共でもそれは同
じであると私は思う。
　この本はそんな難しい倫理の基本を懇切
丁寧にわかりやすく教えてくれる本である。
倫理に自信がない人に是非ともおすすめし
たい本である。

不自然な死因
　イギリス法医学者が見てきた死と人生
リチャード・シェパード：著（大和書房）

　人が死ぬのには必ず原因がある。老衰や
病気、けがなどさまざまな要因が存在する。
この本はそんな人の死について深く関わり
をもった法医学者の半生が綴られている。
　著者はあのダイアナ妃の死を巡る公開調
査の法病理学者としても有名である。
また、海外の不審死に対する司法解剖につ
いて詳しく語られているので、とても興味
がわくものとなっている

世界のヘンな研究
五十嵐　杏南：著（中央公論新社）

　世界には、私たちが想像もしていないよ
うな研究や授業をする人たちがいる。　芝
生の化学、テーマパークの夢を紡ぐ教育、
温泉を研究する人まで！　
　面白くて考えさせられる本です。

文系でもわかる電子回路
山下　明：著（翔泳社）

　この本は、電子回路全ての内容を書いて
いるわけではなく、電子回路に使われる部
品、「トランジスタ」と「ダイオード」の
「構造」に特化して書かれています。
　中学校の知識で読めるようになっており、
図も多く使われています。　電子回路が初
めての人だけでなく、資格を取る人の「ま
とめ」としても使えます！

数実用的でないPythonプログラミング
Lee Vaughan：著（共立出版）

　授業や参考書などでプログラミングを学
び、いざ自分でプログラムを作りプログラ
ミングをしようとした時、習った基本的な
プログラムでは上手くいかなかったり、知
らない言葉が出てきた経験はありません
か？
　この本は基礎的なプログラミングを学ん
で本格的なプログラミングを始めたい人た
ちのために本書には教科書や参考書などに
は載っていない様々なプログラミングが載
っています。
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刊
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弥生祭等催し物班
　新型コロナウイルスの影響で、しばらくの

間規模を縮小して開催されていた弥生祭です

が、今年度は出店も解禁され、以前のような

にぎやかな祭りに。

　私達の出展した「無料古本市」と「しおり

作り体験」にも前年度以上に沢山の人が訪れ、

移動図書館の「ぶっくまる」に来ていただく

ことができました。結果的に仕事は忙しくな

りましたが、班の皆さんの協力もあり、弥生

祭をより良いものに出来たと思います。

（情報システム系４年　弘中　護）

読書感想文コンクール班
　私たち読書感想文コンクー

ル班では、班員全員と協力し

合いながら活動してきました。

　今年も多くの読書感想文の

ご応募をいただきありがとう

ございます。班員全員で読み

合い、その中でも素敵なもの

を選ばさせていただきました。

　どの読書感想文もみなさん

の本に対する「思い」が込め

図書委員活動報告

られていて、読み進めていくのがとても楽しく感じました。

　来年もみなさんが多くの素敵な本と巡り会えることを祈っています。

（機械システム系４年　大島　舞華）
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図書委員は、弥生祭等催し物班、読書感想文コンクール班、ブックハ
ンティング・交流会班、図書館報班の４班に分かれて活動しています

図書館報班

ブックハンティング・交流会班

　図書館報班は本の魅力を多くの

人に届け、図書館の利用者増加を

目標に図書館報の制作を行いまし

た。

　図書館報制作は沢山の先生方や、

図書委員会の方々など、様々な人

のご協力をいただきました。

　近年では本を読む人も少なくな

っているかと思いますが、この図書館報が皆さんが本を手に取るための一助になれば幸いです。

(先進科学系5年　羽原　脩悟)

　私たちの班はブックハンティングを実施し

ました。今年度は8月と12月の２回実施する

ことができました。参考書から小説まで、幅

広いジャンルから、勉強に役立ちそうな本・

面白そうな本を買ってくることができたと思

います。入口右にブックハンティングコーナ

ーがありますので是非ご覧ください。

　今年の交流会は美作大学主催で行われまし

た。交流会では、お互いの活動報告を行った

後、美作大学の図書館を見学させていただき

ました。図書館の本を用いたミニゲームも行

い、学生同士コミュニケーションをとりながら交流を深めていきました。他校との交流の中で得られた知

見をこれからの図書委員の活動に活かしていきたいと考えています。

（情報システム系5年　岸本　尚也）
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　変化の激しい社会生活で、人はどのように対

応していけばいいだろうか。

　コロナウイルスの流行、それに伴うリモート

化。現代は生活が大きく変化していて、私たち

は今までに体験したことの無い環境に置かれて

いる。過去の失敗から学ぶ失敗学が通用しない

状況があらゆるところで出てくる。だからこそ、

日々の中で小さな疑問を見逃さずに、ひらめき

を作り出すことに大きな価値が生まれる。

　この本は、著者である中尾政之のエッセイで

あり、彼の東京大学教授としての仕事の中から、

日常生活までと幅広い状況で、物事をどのよう

に思考し、どのような発見できることがあるか、

などといった内容が、日記のようにまとめられ

ています。リアリティのある内容だからこそ、

自分の生活の中でも新しい視点から物事を考え

られるようになります。是非一度、手に取って

頂きたい作品です。

　此の世の果ての殺人

「もしも、もうすぐ巨大な隕石が降ってきてこ

の世界が終わるとしたら？」

誰もが一度はそんな妄想をしたことがあるので

はないでしょうか。この本は、それが現実とな

った世界をリアルに描写します。

　もうすぐ世界が滅ぶなら、あなたは何をする

でしょう？友達や家族に会ったり、食べたいも

のを食べたりしますか？この本の主人公は隕石

の降る地へ向かうため、自動車学校へ通うこと

にしました。そこでの一人の教師との出会いが、

主人公の運命を変えていきます。

　もうすぐ滅ぶ世界で起きてしまった殺人事件。

手を汚さなくてももうすぐ自分も相手もいなく

なるのになぜ、そしてもうほとんど人が残って

いないにもかかわらず死体を隠したのか、それ

ほど臆病なのにどうしてそうまでして事件を起

こしてしまったのか、その謎に立ち向かう二人

の物語。ミステリーとして、小説として、あな

たを不思議へ誘うでしょう。

荒木あかね：著（講談社）
此の世の果ての殺人

中尾　政之：著（森北出版）
脱・失敗学宣言

脱・失敗学宣言 此の世の果ての殺人

図書委員
お薦めの本
紹介
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第１位
「ありがとう」を伝えられる生き方を

　　　  1年3組　小田　真也

　「キャベツ」から見たご主人さまの「僕」は、
人間年齢で三十歳くらいのオスで、郵便配達員を
している。普通なら「死」なんて意識することは
ない年齢だが、ご主人さまは通勤途中に自転車ご
と倒れて病院に運ばれ、医師から『あなたは悪性
の腫瘍で、もうすぐ死ぬ。』と告げられる。これ
は、突然の余命宣告から一週間の「僕」のことが、
同居猫の目線で語られる物語だ。
　「僕」が絶望の中家に帰ると、そこにはキャベ
ツと自分そっくりな悪魔がいて、こう提案をして
くる。 
　『この世界からモノを一つ消してほしいんだよ
ね。その代わりにキミの命を一日だけ延ばしてあ
げる。』
　「僕」は突然の提案に戸惑いながらも、世界か
らモノを消し自分の命を延ばすこと選ぶ。きっと
自分も、「僕」の立場になったら同じことをする
と思った。ある日突然死ぬなんて言われたら怖い
に決まっているからだ。一日でも長く生きられる
なら、何かひとつくらいモノが消えたって、きっ
とたいしたことないと思ってしまう。
　次の日から、悪魔が選んだモノがひとつずつ消
えていく。電話、映画、時計と、毎日何かが消え
て「僕」の命が一日延びる。でも、生きられて嬉
しいはずの「僕」の心は、悲しみであふれていっ
た。なぜなら、一日長く生きると、恋人、親友、
父親という大切な人とのつながりが切れていった
からだ。ひとつひとつのモノは、実は「僕」の大
切な想い出とつながっていて、それが消えると想
い出は最初から無かったことになる。例えば映画
が無くなった世界では、映画でつながっていた親
友の想い出の中から「僕」は消える。それに気づ
いた「僕」は、大きなショックを受けた。
　そして、次に消すモノに悪魔は猫を選ぶ。キャ

ベツが消えてしまう。「僕」にとってキャベツは、
亡くなった母との想い出につながる特別な猫なの
だ。翌日、悪魔のいたずらで猫が消えてしまった
と勘違いした「僕」は、大雨の中を傘も差さずに
走り回る。そして、大雨は母が亡くなった日の想
い出につながっていて、「僕」はそこであること
に気づく。―『ねえ悪魔。あなたは僕なんですよ
ね。』悪魔は、死を受け入れられない「僕」の心
が作り出したものだったのだ。
　ちょうどその頃、恋人が生前に母から預かって
いた手紙が「僕」に届く。それには、母が最期に
できることとして、母から見た「僕」の素敵なと
ころが書かれていた。『あなたが生まれてきてく
れたことで、私の人生は素敵に輝いた。』だから、
『生まれてきてくれて、ありがとう。』という言
葉を見て、「僕」は悪魔に「ありがとう」と伝え
る。悪魔のおかげで、「僕」は世界がかけがえの
ないモノでできていること、それらのモノたちが
「僕」という人間を形作っていることを知ること
ができたと思ったからだ。そして「僕」は猫を消
さないと決意する。
　死を受け入れる覚悟をした「僕」は、「ありが
とう」を伝えるために動き始める。大切な人に会
って別れを告げ、友人・親戚・上司、そして母が
亡くなってから遠ざかっていた父へ、手紙で感謝
を伝えたのだ。「僕」の生きてきた時間は決して
長くはない。今までの僕ならきっと、それをかわ
いそうなことだと感じていた。でも、今は少し違
う。自分とつながる人たちが、自分が生きていた
ことを知ってくれていて、たくさんの「ありがと
う」を伝えられる人生だったなら、「僕」は幸せ
な時間を生きていたのではないかと思う。
　世界から僕が消えたなら、明日の世界は変わる
のだろうか。そう考えたとき、一年前に亡くなっ
た祖父のことを思い出した。僕は小さい頃よく祖
父と散歩をした。脳梗塞の影響で速く歩くことが
できなかったため、僕の祖父のイメージはのんび
りとして穏やかなおじいちゃんだった。でも棺の

校内読書感想文コンクール
図書委員が優秀作品を選出しました
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こうして出会ったふたりだが、サトルのよんどこ
ろない事情で一緒にいることができなくなる。二
人はナナの貰い手を探すため、旅に出る。
　物語はナナ目線の人とは違う猫の世界を通して
語られていくのだが、コミカルなようでいて、ふ
とした瞬間にどこか物悲しい印象をうける。ここ
でなんとなくサトルの「よんどころない事情」が
なにか察した方もいるかもしれない。そう、サト
ルは病に侵されているのだ。途中でサトルが入院
することになり、ナナとしばらく別れるシーンが
ある。私はそこにさしかかったとき、反射的に本
を閉じた。このまま読めば、間違いなく号泣する
と思ったからだ。はやく続きを読みたい、けど学
校で号泣するのは嫌だ。心の底から学校で読むべ
きではなかったと後悔した。結局、授業が終わっ
た瞬間爆速で自転車をこいで家まで帰り、自分の
部屋でおもいっきり泣きながら本を読み切った。
この本の恐ろしいところは、山場が次々に襲い掛
かってくるところだ。ひとしきり泣いて、さあ続
きを読もうとページをめくれば、またもや泣かせ
にかかってくる。おかげで晩飯のときに母から目
が赤いと心配された。
　私も猫を飼っているのだが、あいつらはところ
かまわず行き倒れ、ご飯を大慌てで食べては吐く
のを繰り返し、廊下やリビングを走り回っては滑
ってこけたりどこかにぶつかったりする。どうも
ナナのような聡明な猫とは思えないのだが、あい
つらなりになにか考えているのだろうか。飯を食
って寝てたまに走っているだけのように見えるが、
やはり私はやつらのことを分かったつもりでいる
だけなのだろう。物語の中でも、あれだけナナの
ことをおもっているサトルでさえ、勘違いをして
いる場面は多々あった。私も自分なりに猫どもに
気を使っているつもりだが、実際やつらがどう思
っているのかはわからない。やつらは私が思って
いるよりずっと多くのことを考えているのだろう。
こればっかりは、どれだけ考えても自分ごときに
解をだせるものではないと思う。だから私は、今
まで以上に猫どもについてよくみてみようと思っ
た。
　よく見た結果、やはり飯さえ食えればなんでも
いい、という雰囲気を感じ取ったのだが、私があ
いつらのことを理解する日はまだまだ遠いのだろ
う。

　（有川　浩『旅猫リポート』）

中の祖父は違っていた。スーツ姿で眼鏡をかけて
眠っている祖父の顔は引き締まっていて、のんび
り散歩を楽しんでいた祖父の顔とは違って見えた
のだ。でもそれを見た祖母や母は、高校教師だっ
た頃の祖父を思い出して当時を懐かしんでいた。
祖父が亡くなっても世界は変わらなかったけれど、
僕は、多くの人とのつながりの中で、僕の知らな
い祖父の生きた時間があることを知ることができ
た。
　世界から僕が消えても、何かが大きく変わった
りしない。でも、「僕」が言うように、『ほんの
少しでも何かが変わったら、誰かがボクを知って
いてくれたら、それがボクの生きた証になる』の
だと思う。大切なことは、ただ生きていることで
はない。誰かが自分の生きた時間を知っていてく
れるように、自分も誰かが生きた時間を知ってい
られるように、人とつながりながら大切に時間を
過ごしていくことだ。いつか世界から僕が消える
とき、多くの人に「ありがとう」を伝えられるよ
うに今を生きていきたい。

（涌井　学 『世界からボクが消えたなら』）

第２位
家猫リポート

　　　　　　　1年４組　学生

　私がこの本を初めて読んだのは、中学2年生の
ときだった。朝読書の時間にちらりと読み、そこ
からはもう早くこの旅の結末を知りたくて、その
日の休み時間をすべてこの本にささげた。しかし、
この本は学校で読むのには向いていない本だった。
　この本の主人公は、元野良猫のナナ、人間のサ
トル。ナナはいつもご飯をくれるサトルのことを
わりかし気に入っていた。そんなある日、ナナは
車にはねられてしまう。もう無理かもしれない、
と思った時、ふと思い浮かべたのはサトルだった。
力を振り絞っていつもご飯をくれる場所までかけ
ていき、声の限りサトルをよんだ。それから怪我
が治るまでサトルとすごすが、そのまま成り行き
で怪我が治ったあとも一緒に暮らすようになる。
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第３位
自分の意思で動くこと　　

機械システム系２年　菊本　虎太郎

　「無生物のパレード」本来出会うはずのない二
つの単語が並んだタイトル、おそらく現実を描い
ていないサムネイル。その二つを見た瞬間僕はそ
の動画を再生していた。動画は約一分のものだっ
たが、僕は全く内容が理解できなかった。不気味
なようで、何か魅力を感じる動画だった。これが
僕と「パプリカ」の出会いだった。
　「パプリカ」は筒井康隆氏による小説であり、
二〇〇六年にはアニメ映画化もしている。舞台は
精神病治療技術が発達した近未来。千葉敦子はノ
ーベル賞級の研究者兼サイコセラピスト。その傍
ら、夢探偵パプリカとして非合法の精神病治療を
行っていた。研究所内のポストをめぐって不穏な
空気が立ち込めるなか、彼女と同じ研究所に勤め
ているサイコセラピー機器開発の第一人者時田治
作によって、頭に設置することで開発された最新
のサイコセラピー機器「ＤＣミニ」（＝ダイダロ
スコレクター）を何者かに盗まれてしまう。ＤＣ
ミニとは、頭につけることで「夢を共有する装
置」である。これ以上は公式に明かされていない
ので説明することはできない。僕の言葉でだがざ
っくり言ってしまうと他人あるいは自分の夢にア
クセスでき、人格の破壊も可能なほど強力な最新
型の精神治療テクノロジーである。ＤＣミニを盗
人たちが悪用し被害が拡大して行く中で千葉達は
ＤＣミニを奪い返そうとする。
　僕はこの作品を通して夢と現実の区別がつかな
いことへの恐怖を知った。それを感じたのは、夢
の中で死ぬと現実でも死んでしまうという夢と現
実の境界の無さからだ。それ以外にも読んでいる
時に感じたところがある。この作品は第一部と第
二部による二部構成になっていて二部になるとＤ

Ｃミニを巡って戦うことが多くなるのだがその時
の登場人物の視点と、夢からの視点、現実からの
視点の変更がとても激しく、気を抜いてしまうと
今誰がどの世界線からしゃべっているのか分から
なくなってしまう。そのほかにも、このような感
覚が実際に自分に起こってしまうこともある。こ
の作品では精神病や神話などの専門用語が数多く
出てくる。もちろん僕は意味が分からないのでス
マホで調べながら読んでいくのだが、小説の世界
にのめり込む時間と、単語の意味を現実であるも
ので検索する時間とが交互に訪れる。それにより
小説の世界にどっぷりと浸かることの無い、曖昧
でふわふわしたような気持ちで読んでいた。
　僕はこの作品で人を尊敬しすぎた者の狂気を知
った。この作品の敵は乾精次郎と小山内守雄とい
う二人組だ。この小山内という男は、乾を心の底
から慕っている。乾は同性愛者であり、小山内と
体の関係を持ったり、目的のために小山内を複数
の男女と寝させたりしている。しかし小山内は別
に同性愛者というわけではない。彼が乾や他の男
と寝たのは、乾がそうするように言ったからだ。
小山内の感情はもはや尊敬というよりも崇拝に近
いものだと考えた。ここから僕が学んだことは、
人を尊敬すること自体は悪いことではないがその
人のことを信じ込み、その人の言うことは自分の
意思よりも絶対的なものになってはいけないとい
うことだ。作中の小山内は自分の恋愛感情のため
に乾からの任務を完遂できないこともあった。し
かし他人に完璧に操られている人がいたなら、そ
の人は自分のしていることの善悪の判断もできな
くなってしまうのかもしれない。他人に心のすべ
てを奪われることのないように、自分の意思をし
っかり持って生きようと思った。

（筒井　康隆『パプリカ』）
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ご存知ですか、図書館の使い方
ぜひ積極的に図書館を利用しましょう

学習のための多様な活動空間
 ・ 専門書、一般書、小説
 ・ 電子ジャーナル、データベース
 ・ パソコン、プリンタ
 ・ インターネット、校内Wi-Fi
 ・ 広い机、ホワイトボード
 ・ ミーティングルーム

市立図書館の本を取り寄せる
市立図書館蔵書検索（OPAC）で予約し、受取場所を本
校に指定しましょう。

図書館にある本を探す
蔵書検索（OPAC）で請求記号を調べて、その記号の書
棚の場所に行きましょう。

書棚の本は分野別に並んでいるので、興味がある分野の書
棚を探してみましょう。

本を借りる
貸出期間は２週間、貸出冊数は５冊で、貸出には学生証が
必要です。

返却は図書館カウンターもしくは寮のブックポストに返却
してください。

平日8:30～20:00　土曜13:00～17:00
テスト期間中の土日祝日13:00～20:00
長期休業中は平日8:30～17:00　土日祝日は閉館

開館日時
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　図書館のミーティングルー
ムには寄贈された備前焼の蘭
引（らんびき）が展示されて
います。蘭引とは江戸時代に
使用された蒸留器で、酒や水
を蒸留して精製し、アルコー
ルや蒸留水を得るための道具
です。

Topics!

本をリクエストする
学生希望図書の申込用紙を図書館カウンターに提出しまし
ょう。

論文を調べる
図書館WEBサイト記載の電子ジャーナル・データベース
を利用してみましょう。

過去の卒業研究を閲覧する
令和３年度より電子化されています。それ以前のものは図
書館奥の集密書架にあります。閲覧したい場合は図書館カ
ウンターで相談してください。なお、一部を除き、持出・
複写不可です。

グループで学習する
ミーティングルームが利用できます。図書館カウンターで
予約、申込しましょう。

情報機器を利用する
プリンタは両面印刷可能、カラー印刷はできません。大量
印刷は控えましょう。

ノートPCを図書館カウンターで貸出しています。

校内Wi-Fiの使用は総合情報センターでの申請が必要です。

守ってほしいルール
飲食禁止（フタつき容器の飲物のみ可）

携帯電話等での通話禁止
　　
大声で話すなどの迷惑行為禁止
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編集後記

　最後に、原稿依頼を快く引き受けてくださった先生方、本館報の制作に関わってくださった皆様に深く
お礼を申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（先進科学系5年　羽原　脩悟）

No. 書　名 著　者 出版社

1 公式TOEIC
Listening & Reading問題集 Educational Testing Service 国際ビジネスコミュニケーション協会

2 編入数学徹底研究 桜井基晴 聖文新社

3 大学編入試験問題数学/
徹底演習 林義実, 小谷泰介 森北出版

4 TOEIC L&Rテスト文法問題で
る1000問 TEX加藤 アスク出版

5 正欲 朝井リョウ 新潮社

　図書館報第53号をお読み頂きありがとうございます。図書館報の作成にあたり、
沢山の人達の協力をいただき、無事図書館報を発行することが出来ました。
　私はこれまでレポートの作成、読書、調べ物など様々な機会で図書館を利用してき
ました。その過程で本を借りることは少なくはありませんが、決して多くはありませ
んでした。本を借りることはあっても特定のジャンルに偏ってしまうことがほとんど
でした。しかし、本館報作成にあたり、先生方のおすすめの本やブックハンティング
班の人達の記事を拝見しました。すると、趣味趣向、ジャンルもバラバラでとても心
が踊りました。本校の学生は調べ物などで図書館を利用することも多いかと思います。
そこで機会があれば図書館の本を借りてみてはいかがでしょうか。

独立行政法人 国立高等専門学校機構
津山工業高等専門学校図書館発　行

貸出ランキング 2023

入館者数 2023

（期間：2023年１～12月）


